
生
殖
可
能
年
齢
と
呼
ば
れ
る
期
間
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
月
経
周
期
を
作
り
出
す
の
も
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
仕
業
で
す
。
視
床
下
部
か
ら
の
指
令

を
受
け
た
下
垂
体
は
卵
巣
を
刺
激
す
る
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
し
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
卵

巣
中
の
卵
胞
が
成
熟
と
と
も
に
女
性
ホ
ル
モ

ン
、
中
で
も
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
を
上
昇
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
排
卵
が
促
さ

れ
、
排
卵
後
の
卵
胞
は
黄
体
を
形
成
し
、
卵

胞
ホ
ル
モ
ン
と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
２
つ

の
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ホ
ル
モ
ン
は
妊
娠
を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠

な
も
の
で
、
仮
に
妊
娠
す
れ
ば
高
い
レ
ベ
ル

を
保
ち
続
け
、
妊
娠
に
至
ら
な
け
れ
ば
ホ
ル

モ
ン
値
は
急
激
に
低
下
し
て
子
宮
内
膜
が
は

が
れ
落
ち
る
、い
わ
ゆ
る
月
経
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
毎
月
繰
り
返
さ
れ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
と
月
経
。
人
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
間
に
、
妊
娠
、
出
産
、
授

乳
、
時
に
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
経
験
す
る
こ

と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
の
宿

命
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
、卵
巣
の
定
年
、

言
い
換
え
れ
ば
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
急

激
に
低
下
す
る
日
が
訪
れ
ま
す
。閉
経
で
す
。

初
経
か
ら
閉
経
ま
で
、実
に
40
年
近
く
の
間
、

女
性
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
晒
さ
れ
続
け
、

時
に
は
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
で

す
。
図
は
生
涯
を
通
じ
て
女
性
が
抱
え
る
健

康
問
題
を
例
示
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
多

く
が
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
81
・
41
歳
と

な
り
過
去
最
高
（
２
０
１
８
年
は
81
・
25
歳
）

す
。
平
均
寿
命
が
男
性
よ
り
も
６
年
ほ
ど
長

い
女
性
の
方
が
、
健
康
上
の
問
題
を
抱
え
て

生
き
る
期
間
が
３
年
以
上
長
い
わ
け
で
、
こ

の
期
間
を
い
か
に
短
く
す
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
連
載
で
は
、
女
性
の
健

康
寿
命
を
ど
う
し
た
ら
延
伸
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

を
更
新
。
女
性
は
87
・
45
歳
で
同
じ
く
過
去

最
高
（
同
87
・
32
歳
）
で
、
男
性
が
８
年
連

続
、
女
性
は
７
年
連
続
の
更
新
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
健
康
寿
命
は
平
均
寿

命
よ
り
男
性
で
９
・
27
年
、
女
性
は
12
・
66

年
も
短
い
の
が
現
実
で
す
（
厚
生
労
働
省
、

２
０
１
６
年
）。

と
こ
ろ
で
、
平
均
寿
命
と
は
、
２
０
１
９

年
に
生
ま
れ
た
０
歳
児
が
、
そ
の
後
何
年
生

き
ら
れ
る
か
と
い
う
期
待
値
の
こ
と
で
す
。

一
方
、
健
康
寿
命
と
は
「
日
常
生
活
に
制
限

の
な
い
期
間
の
平
均
」
を
主
な
指
標
と
し
、

さ
ら
に
「
自
分
が
健
康
で
あ
る
と
自
覚
し
て

い
る
期
間
の
平
均
」
を
も
考
慮
し
て
算
出
し

ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
健
康
寿
命

と
は
「
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
期

間
」
で
あ
っ
て
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と

の
差
と
は
、
支
援
や
介
護
を
必
要
と
す
る
、

病
気
な
ど
を
抱
え
て
生
き
る
期
間
に
な
り
ま

女
性
が
抱
え
る

　
健
康
問
題
と
そ
の
予
防

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
、

若
い
世
代
か
ら
の
健
康
意
識
を
高
め
て
…
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女性が抱える健康問題

年齢

小児期

性成熟期思春期

更年期

老年期
・二次性徴
・月経異常
・望まない妊娠
・性感染症
・HPVワクチン接種
・デートDV

・月経異常
・月経前症候群
・妊娠・出産
・不妊・家族計画
・子宮内膜症
・子宮筋腫
・子宮頸がん
・DV

・更年期障害
・ホルモン補充療法
・高脂血症
・子宮体がん
・DV

ホルモンの変化

・尿失禁
・性交障害
・心血管疾患
・アルツハイマー病
・骨粗鬆症・寝たきり
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